
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
新人議員２人を含む新体制の議席で
す。新型コロナウイルス対策で議席間
を空けています。二元代表制の一翼を担
う議会が前向きに機能すれば町は変わり
ます。

  P2  特集１
　議会の新体制決まる
  P4  特集 2
　議会広報調査特別委員会を設置
 P5  特集 3
　議会だより２期連続の受賞
 P6  本会議
　改選後の議会スタート
P10  一般質問に３人が登壇
P14  委員会
P16  全員協議会
P18  研修・議員派遣
P19  一部事務組合
P20  住民の声

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     33No.
令和3年

2月15日発行

議会が変われば町も変わる

訂正　�前号（３２号１９ページ）で報告した新型救急
車の艤装費用は２２６１万６０００円の誤り
でした。



議
会
の
新
体
制

決
ま
る

議
長
に
倉
本
議
員

を
再
選

特
集
１

11
月
15
日
の
湯
前
町
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
、10
人
の
議
員
が
選

ば
れ
ま
し
た
。11
月
19
日
の
議
員

懇
談
会
で
各
議
員
の
希
望
を
把
握

し
、11
月
27
日
の
臨
時
会
で
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。議
長
、

副
議
長
、常
任
委
員
、議
会
運
営

委
員
、３
つ
の
一
部
事
務
組
合
議

員
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し

た
。

議 

長

副
議
長

　

倉
本
議
員
と
味
岡
議
員
に
よ
る
選
挙

の
結
果
、
７
票
を
獲
得
し
た
倉
本
議
員

が
第
28
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

倉
本　

豊　

議
長

　

無
投
票
で
金
子
議
員
が
副
議
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

金
子　

光
喜　

副
議
長

町
民
の
暮
ら
し
が
良
く

な
る
視
点
で
、
自
分

フ
ァ
ー
ス
ト
の
議
会
・

議
員
で
は
な
く
、
町
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
議
会
を

目
指
し
ま
す
。

議
長
の
サ
ポ
ー
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
議
会
全
体
の

議
員
力
の
向
上
や
議
会

改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

役　職 総務厚生文教常任委員会 企画経済建設常任委員会

委 員 長 椎葉　弘樹 遠坂　道太

副委員長 吉田　精二 味岡　　恭

委　　員

倉本　　豊 山下　　力

黒木　龍次 金子　光喜

西　　靖邦 森山　　宏
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特 集

常
任
委
員
の
選
任

　

今
期
か
ら
常
任
委
員
会
の
数
を
３
つ

か
ら
２
つ
に
変
更
し
ま
し
た
。
①
議
員

の
公
平
な
割
り
振
り
、②
委
員
会
調
査

に
係
る
職
員
負
担
の
軽
減
、③
委
員
会

経
費
の
削
減
な
ど
の
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
す
。



総
務
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会

　一部事務組合

　

�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療　
　

広
域
連
合
議
会

企
画
経
済
建
設
常
任
委
員
会

椎
葉　

弘
樹　

委
員
長

黒
木　

龍
次　

委
員
長

遠
坂　

道
太　

委
員
長

町
民
と
職
員
の
心
に
寄
り

添
い
、
町
の
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
、
住
民
福
祉
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

湯
前
町
の
た
め
、
議
会
運

営
に
最
善
の
努
力
を
し
ま

す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

町
の
経
済
が
発
展
す
る
た

め
に
、
町
の
課
題
解
決
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

一部事務組合 議　　員

人吉球磨広域行政組合議会 椎葉　弘樹、　西　　靖邦

球磨郡公立多良木病院企業団議会 金子　光喜、　遠坂　道太

上球磨消防組合議会 森山　　宏

役　職 議会運営委員会

委 員 長 黒木　龍次

副委員長 森山　　宏

委　　員

金子　光喜

椎葉　弘樹

遠坂　道太

湯前町議会　令和 2 年 11 月 27 日
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特 集

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

の
議
員
は
、市
町
村
長
ま
た
は
市
町
村
議
会

議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。

黒
木
　
龍
次
　
議
員



特集２

議会広報調査特別委員会を設置
本町議会の情報発信を強化

役　職 議会広報調査特別委員会

委 員 長 森山　　宏

副委員長 西　　靖邦

委　　員

金子　光喜

椎葉　弘樹

遠坂　道太

吉田　精二

　議会広報調査特別委員会は、議会の活動状況を広く周
知し、町政への理解と関心を深めるために、効果的な情報
発信に努めます。
　増強された６人の新委員会で、いろいろな媒体を活用
し、更なる「見える議会」を進めていきます。

森
山　

宏　

委
員
長

委員会の様子

牛
っ
と（
ギ
ュ
ッ
と
）掲
載

魅
エ
ー
ル（
見
え
る
）議
会

を
目
指
し
ま
す
。
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特 集

議会だよりの発行だけでなく、議会ホームペー
ジやＹｏｕＴｕｂｅ、ＳＮＳによる情報発信を
調査しながら充実していきます。



特集３

議会だより２期連続の受賞
県町村議会広報コンクール

第１５回熊本県町村議会広報コンクールで、湯前町議会の議会だよりが２期

連続の特別賞を受賞しました。このコンクールは２年に１回開催されるもの

で、本町議会としては２度目の応募で２度目の受賞となります。

各　賞 今　回 前　回

特　選 南阿蘇村 大津町

入　選 南関町　　 大津町 南関町　 西原村　 多良木町

特別賞 湯前町　　あさぎり町 湯前町　産山村　 五木村

5  ゆのまえ議会だより  No.33（令和3年2月） 

特 集
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改
選
後
の
議
会
ス
タ
ー
ト

全
議
案
を
可
決

12
月
定
例
会
は
、
14
日
か
ら
21
日
ま
で
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
員
３
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
補
正
予
算
や
条
例
改
正
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
27
日
と
１
月
15
日
に
臨
時
議
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

主
な
補
正
予
算

障
が
い
児
の
通
所
支
援

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

新
規
支
援

放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
関
連

３
５
４
万
７
０
０
０
円

　

障
害
児
通
所
支
援
事
業
の
療
育

利
用
適
正
化
に
伴
う
も
の
で
、
慈

光
学
童
ク
ラ
ブ
に
１
支
援
を
増
設

し
ま
す
。（
国
３
分
の
１
、
県
３

分
の
１
を
充
当
）

ま
ん
が
美
術
館
グ
ッ
ズ
作
製
委
託
料
の
追
加

グ
ッ
ズ
売
上
の
使
途
の
明
確
化
を
求
め
る　

２
０
万
円

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
復
興
支
援
と
し
て
、
村
枝
先
生
か
ら
グ
ッ

ズ
販
売
に
向
け
た
デ
ザ
イ
ン
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ッ
ズ
の
売
上
金
は
、
町
の
収
入
な
の
か
、
災
害
対
応
に
充
て
る
の
か

な
ど
、
使
途
を
明
確
に
す
る
よ
う
議
員
か
ら
指
摘
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
預
か
り
支
援
を
拡

充
し
、
障
害
児
通
所
支
援
利
用
者

の
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

障
害
児
居
宅
生
活
支
援
利

用
者
負
担
特
別
助
成
金

１
１
万
１
０
０
０
円

　

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
３
月
ま
で
の
利
用
料
の
２
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。

　

球
磨
管
内
で
は
、
全
額
助
成
が

水
上
村
と
山
江
村
。
２
分
の
１
助

成
が
錦
町
、
多
良
木
町
、
相
良
村
、

球
磨
村
、
湯
前
町
。
助
成
な
し
が

　

あ
さ
ぎ
り
町
と
五
木
村
で
す
。

　

本
町
に
は
、
児
童
発
達
支
援
５

支援を増設する慈光学童クラブ

グッズ販売の環境整備が課題

人（
未
就
学
児
） 

、
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
20
人（
小
学
校

か
ら
高
校
生
）利
用
者
が
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
11
月
末
時
点

［参考］まんが美術館等活用計画
オリジナルグッズ製作・販売促進事業は受付コーナーを設置
し、グッズ販売ができる環境を整備します。

本 会 議
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策　

（
国
負
担
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
対
応
業
務
委
託

８
５
万
８
０
０
０
円

　

厚
労
省
か
ら
の
通
達
に
よ
り
準

備
作
業
を
先
行
さ
せ
る
委
託
料
で

す
。
予
防
接
種
シ
ス
テ
ム
に
お
け

る
対
象
者
向
け
の
予
診
票
、
名
簿

想定されるワクチン接種のスケジュール

医療従事者など

①６５歳以上の高齢者

③それ以外の方

②基礎疾患を有する方
　高齢者施設などの従事者

２月下旬

４月以降 一
括
作
成
、
接
種
情
報
管
理
な
ど

を
一
元
管
理
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

３
７
８
万
７
０
０
０
円

　

本
町
の
予
防
接
種
に
係
る
委
託

料
で
す
。
高
齢
者
か
ら
一
般
の
方

ま
で
段
階
的
に
接
種
を
行
い
ま

す
。

令和２年７月豪雨災害の復旧費　　

◎農地災害復旧工事
　令和２年７月豪雨災害で被災した農地の復旧工事

２４６４万９０００円

◎農業用施設災害復旧工事
　令和２年７月豪雨災害で被災した農業用施設の復旧工事

　１０３９万９０００円

◎強い農業・担い手づくり総合支援事業補助金
　�令和２年７月豪雨災害で被災した農業用機械・設備の取得を支援

４１１万９０００円

◎道路・橋りょう災害復旧費
　町道永岡線・町道牧良線ほか５路線

７２８６万円

◎河川災害復旧工事（竹の谷川・大谷川） ７０００万円

◎永岡地区治山災害復旧工事 ９５０万円

◎山ノ口土捨て場候補地測量設計業務委託料 ７５０万円

◎河川災害復旧応急修繕料（宮の谷川掘削工事） ５５万２０００円

◎湯前町農地自力復旧事業補助金
　令和２年７月豪雨災害で被災した農地の復旧を支援

　４０万円

農林業・道路・河川など

本 会 議
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湯
前
町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条

例
の
制
定

湯
前
町
農
林
業
関
係
事
業
分
担

金
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

主
な
条
例
改
正

　

制
定
内
容
は
、
町
内
の
１
地
区
か
ら
水
路

を
当
該
区
の
財
産
と
し
て
登
記
し
管
理
す
る

旨
の
相
談
が
あ
り
、
今
後
も
そ
の
よ
う
な
案

件
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
町
の
条
例
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
政
区
が
保
有
す
る
財
産
は
、

行
政
区
名
義
で
は
不
動
産
登
記
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
会
長
の
個
人
名
義

や
役
員
の
共
有
名
義
で
登
記
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
の
名
義
変
更
や
相
続
な
ど
に
問
題
が
生

じ
て
き
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
天
災
な
ど
で
被
害
を
受
け

た
際
の
分
担
金
の
減
免
を
、「
本
町
に
住
所

を
有
し
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
者
」
に
限

定
す
る
も
の
で
す
。

堀江氏（左）と吉田氏（右）

本 会 議

 

教
え
て
議
会

認
可
地
縁
団
体
と
は

　

平
成
３
年
に
地
方
自
治
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、行
政
区
の
よ
う
な
団
体
は
、

一
定
の
手
続
き
を
行
い
、
町
長
か
ら
法

人
格
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
で
、
そ
の

財
産
を
行
政
区
名
義
で
不
動
産
登
記
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
一
定
の
手
続
き
で
法

人
格
を
取
得
し
た
団
体
を
認
可
地
縁
団

体
と
い
い
ま
す
。

反
対
討
論　

椎
葉
議
員

分
担
金
の
免
除
は
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
で
被
災
し
た
農
地
の
復
旧
費
を

農
業
受
益
者
に
負
担
さ
せ
な
い
も

の
。
今
回
の
改
正
内
容
は
、
町
税
な

ど
の
滞
納
者
に
分
担
金
の
負
担
を
求

め
る
も
の
。
大
災
害
時
に
お
け
る
農

地
復
旧（
町
長
特
例
）は
、
納
税
の
義

務
と
切
り
離
し
て
支
援
す
る
べ
き
。

人 事 案 件

湯前町監査委員の選任
新人の吉田議員を同意

　任期満了を迎える湯前町監査委員は、長谷町
長から識見を有する者として堀江尚司氏、議選
委員として吉田精二氏が提案され、両名とも選
任同意しました。

教育委員会委員の選任

（旧）橋本龍一　氏　
※任期満了

（新）堤田秋男　氏
※任期　令和３年２月２日～
　　　　令和７年２月１日
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議　　　　案

吉
田　

精
二

西　
　

靖
邦

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

黒
木　

龍
次

味
岡　
　

恭

金
子　

光
喜

山
下　
　

力

倉
本　
　

豊

審議結果

（賛成：反対）

湯前町監査委員の選任につき同意を求めるこ
と(議選委員) ※ ○ × ○ ○ ○ × ○ × － 同意（５ : ３）

湯前町農林業関係事業分担金等徴収条例の一
部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（８ : １）

湯前町認可地縁団体印鑑条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

令和２年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

令和２年度特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

議会広報調査特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

湯前町教育委員会委員の任命につき同意を求
めること 無記名投票 － 同意（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（ ９ : ０ ）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　　　※：除斥

議案審議など　賛否一覧

本 会 議

その他の主な予算

◎地方バス運行等特別対策補助金（赤字補填の市町村負担割分） ３６７万３０００円

◎湯前版中山間地域直接支払補助金（追加） １２３万６０００円

◎介護予防拠点施設整備費補助金（野中田１区） ８６万円

◎災害対応コピー使用料（令和２年７月豪雨の災害対応） ６０万円

◎中央公民館の雨漏り修繕料 ５０万円

◎インフルエンザワクチン代（追加） １３万２０００円
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一般質問に３人が登壇
執行部の考えを質す

１２月定例会の一般質問では、議員３人が執行部の考えを質しました。今回の一般質問も新

型コロナウイルスの議会対応により自席から行いました。

議会傍聴は、受付で名前を書けば、どなたでも入場できます。議会傍聴により、執行部と議

員の緊張感が高まり、質疑や答弁のレベル向上が期待できます。お誘いあわせの上、ぜひご

来場ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

金　子　光　喜
①新型コロナウイルス対策の現状と課題
②役場庁舎および周辺整備 11

遠　坂　道　太 ①防災対策 12

椎　葉　弘　樹
①持続可能な商工業の支援
②少子化時代における子育て環境の支援 13

吉　田　精　二

西　　　靖　邦

森　山　　　宏

黒　木　龍　次

味　岡　　　恭

山　下　　　力

倉　本　　　豊

　一般質問は、これまでＩＰ告知端末放送（２

チャンネル）とＹｏｕＴｕｂｅ動画による録画配

信を行っています。これに加えてＹｏｕＴｕｂｅ

のライブ配信（生放送）も視聴できるようになり

ました。パソコンやスマートフォン、タブレット

端末から視聴できます。　　　

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

議会の傍聴

一 般 質 問

◎ご自宅のＩＰ告知放送

　（２チャンネル）　

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画

　（「湯前町オフィシャル」で検索）



要
旨　

こ
れ
ま
で
の
対
策
・
対
応

と
計
画
の
進
捗
状
況

答
弁　

課
長
会
に
よ
る
対
策
本
部

会
議
で
議
論
を
重
ね
取
り
組
ん

で
き
た
。
マ
ス
ク
不
足
の
際
は

備
蓄
品
を
学
校
施
設
な
ど
に
約

１
万
２
０
０
０
枚
配
布
し
た
。
国

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
37
の

事
業
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

〇�

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、
商

工
業
者
経
営
持
続
化
補
助
金
事

業
な
ど（
企
画
観
光
課
）

〇�

庁
舎
玄
関
自
動
ド
ア
化
、
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
速
度
補
強

な
ど（
総
務
課
）

〇�

地
域
活
力
応
援
給
付
金
事
業
、

湯
前
町
出
身
大
学
生
等
生
活
支

援
給
付
金
事
業（
税
務
町
民
課
）

〇�

農
林
振
興
課
、
保
健
福
祉
課
、

教
育
課
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

金子 光喜 議員

録画中継

要
旨　

学
校
現
場
で
の
対
応

答
弁　

検
温
、
手
洗
い
、
手
指
消

毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
大
原
則
を
徹

底
し
て
お
り
、
授
業
中
の
換
気
や

三
密
を
避
け
た
対
応
も
し
て
い

る
。
授
業
の
遅
れ
な
ど
も
心
配
さ

れ
た
が
、
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で

お
り
安
心
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
を

理
由
に
し
た
人
権
問
題
や
イ
ジ
メ

な
ど
の
例
は
聞
い
て
い
な
い
。
今

後
も
無
い
よ
う
に
指
導
を
お
願
い

し
て
い
る
。

役場庁舎および周辺
整備

改築せず補修で対応

問

答

要
旨　

整
備
改
修
は
完
了
し
た
か

答
弁　

築
50
年
を
経
過
し
て
い
る

が
、
昨
年
ま
で
の
改
修
で
災
害
対

策
本
部
と
し
て
の
耐
震
は
確
保
で

き
た
。
長
寿
命
化
す
る
た
め
に
補

修
は
必
要
。

要
旨　

役
場
の
駐
車
場
不
足
対
策

答
弁　

慢
性
的
な
駐
車
場
不
足

が
、
集
団
検
診
や
会
議
の
開
催
時

に
起
き
て
い
た
。
敷
地
内
の
駐
車

可
能
台
数
が
１
０
７
台
、
職
員
の

駐
車
が
現
状
75
台
あ
り
、
対
策
を

練
っ
て
い
る
。
職
員
に
車
の
通
勤

を
控
え
る
お
願
い
は
で
き
る
と
思

う
。
ま
た
、
お
隣
の
明
導
寺
さ
ん

の
駐
車
場
を
お
借
り
し
た
対
応
も

し
て
き
た
。
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一 般 質 問

コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
は

リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
を

念
頭
に
取
り
組
ん
だ

問答

自動化が予定される庁舎玄関ドア

たびたび不足する役場駐車場



竹木が繁茂した都川流域
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遠坂 道太 議員

防
災
対
策
は

総
合
的
に
体
制
を
整
備
し

防
災
減
災
に
取
り
組
む

問答要
旨　

町
が
管
理
す
る
河
川
の
整

備
計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か

答
弁　

一
定
の
期
間
を
定
め
た
危

険
箇
所
の
調
査
は
実
施
し
て
い
な

い
。
職
員
が
現
場
に
赴
く
際
に
道

路
、河
川
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
通
行
し
て
い
る
。
住
民
か
ら
の

情
報
が
あ
る
場
合
は
、現
地
を
確

認
し
て
い
る
。

　

県
管
理
河
川
の
都
川
は
、県
か

ら
町
へ
の
受
託
事
業
で
実
施
し
て

い
る
。
町
管
理
河
川
は
、予
算
の

状
況
に
応
じ
て
行
う
。
都
川
は
、

録画中継

県
の
管
轄
で
あ
る
が
、隣
接
し
て

い
る
土
地
は
民
間
の
所
有
者
が
そ

れ
ぞ
れ
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
中
猪
地
区
の
都
川
は
自
然

護
岸
で
あ
り
、該
当
す
る
補
助
事

業
が
な
い
。
も
し
実
施
す
る
と
な

れ
ば
、町
単
独
の
取
り
組
み
に
な

る
。

要
旨　

７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る

土
砂
の
撤
去

答
弁　

国
庫
補
助
事
業
の
対
象
と

な
る
災
害
は
、24
本
の
農
地
と
農

業
施
設
災
害
が
あ
る
。
来
年
５
月

ま
で
に
農
地
の
土
砂
撤
去
を
完
了

す
る
た
め
、農
地
の
所
有
者
に
撤

去
時
期
の
説
明
を
す
る
計
画
で
あ

る
。
農
地
の
土
砂
、蓑
谷
た
め
池

の
土
砂
の
合
計
は
４
万
１
３
４
２

㎥
。
現
在
、６
箇
所
の
排
土
先
候

補
地
が
あ
る
が
、３
箇
所
の
候
補

地
は
、地
権
者
、周
辺
の
方
々
に
相

談
を
し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、二

次
災
害
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
安
全
対
策
を
行
う
。

　

防
災
減
災
対
策
は
、町
の
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
に
基
づ
き
５
つ

の
基
本
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

①
町
民
の
生
命
を
守
る
こ
と

②�

町
お
よ
び
社
会
の
重
要
な
機
能

が
致
命
的
な
障
害
を
受
け
ず
維

持
さ
れ
る
こ
と

③�

町
民
の
財
産
お
よ
び
公
共
施
設

に
係
る
被
害
を
最
小
化
す
る
こ

と
④�

被
災
さ
れ
た
方
々
の
傷
み
を
最

小
化
す
る
こ
と

⑤�

迅
速
な
復
旧
復
興
を
可
能
に
す

る
こ
と

　

大
災
害
に
対
し
て
、総
合
的
に

防
災
体
制
を
整
備
し
て
、防
災
減

災
に
取
り
組
み
町
民
の
安
心
安
全

確
保
を
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問



要
旨　

補
助
事
業
の
見
直
し（
商

工
業
へ
の
支
援
策
の
強
化
）

答
弁　

こ
れ
ま
で
商
工
会
長
と

ト
ッ
プ
会
談
を
何
回
も
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
積
極
的
に
連
携
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
商
工
業
の

支
援
に
邁
進
し
た
い
。

要
旨　

事
業
承
継
と
新
規
創
業
の

支
援（
移
住
定
住
な
ど
も
セ
ッ
ト

に
し
た
民
間
の
総
合
的
な
窓
口
）

答
弁　

移
住
定
住
を
手
掛
け
る
組

織
と
の
連
携
は
調
べ
た
い
。
当
地

域
の
受
け
皿
体
制
は
十
分
な
フ
ォ

ロ
ー
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
一

番
。
今
、
よ
そ
か
ら
の
力
を
借
り

る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。

要
旨　

商
業
拠
点
の
整
備

答
弁　

湯
楽
里
一
帯
と
湯
前
駅
一

帯
の
商
業
拠
点
化
は
、
有
利
な
補

助
金
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
実

現
に
向
か
う
よ
う
、
商
工
業
の
発

展
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
。

要
旨　

子
育
て
支
援
の
充
実

答
弁　

学
校
給
食
費
の
支
援
は
３

割
補
助
を
始
め
た
ば
か
り
な
の

で
、当
分
の
間
は
様
子
を
見
た
い
。

修
学
旅
行
の
支
援
は
財
政
当
局
と

協
議
の
段
階
。
通
学
定
期
の
支
援

は
補
助
額
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
て
い
る
。
来
年
度
の
当
初

予
算
で
何
と
か
や
り
た
い
。

要
旨　

子
育
て
世
代
の
住
環
境
整

備答
弁　

町
営
住
宅
の
個
別
計
画
が

で
き
次
第
示
し
た
い
。
駅
前
の
Ｊ

Ｒ
跡
地
に
６
戸
程
度
、
子
育
て
世

代
向
け
住
宅
を
建
設
し
た
い
。
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
中
で

予
算
要
求
が
叶
え
ば
、
来
年
度
に

設
計
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
分
譲

地
の
整
備
も
行
い
た
い
。

椎葉 弘樹 議員

録画中継

持続可能な商工業の
支援を

商工業の支援・発展を
目指す

問

答

仕事と子育てが
持続できる
住環境づくりＳＤＧｓ：持続可能な開発⽬標

持続可能な世界を実現するための17のゴール

要
旨　
「
保
育
園
」と「
こ
ど
も
園
」

の
方
向
性

答
弁　

両
園
の
運
営
は
課
題
点
を

十
分
お
聞
き
し
な
が
ら
、
そ
の
方

向
性
を
整
理
し
た
い
。
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一 般 質 問

少
子
化
時
代
に
お
け
る
子
育
て

環
境
の
支
援
は

住
宅
や
保
育
の
環
境
を
整
え
る

問答



次の所管事務を調査しました。
◎今後の所管事務調査内容の検討

委員会活動の振り返りと今後の方針
町民の暮らしをよくする委員会活動を目指す

平成２９年〜令和２年　本委員会の所管事務に関する調査項目

　厚生文教常任委員会 総務常任委員会

◎子ども議会
◎小中一貫教育
◎スポーツ行事の在り方
◎新教育委員会制度
◎指導主事の導入
◎�御大師堂・改善センター等改修
計画

◎歴史的風致維持向上計画
◎学校ＩＣＴ教育
◎まんが美術館の運営

教育課

◎町有財産・公共施設
◎消防・上球磨消防組合
◎防災
◎地域おこし協力隊
◎町職員の定数管理
◎光インターネット
◎行財政
◎公用車の管理状況

総務課

◎高齢者福祉・介護保険事業
◎ゴミ問題
◎総合戦略の事業検証
◎保育施設

保健福祉課 ◎マイナンバー制度
総務課
税務町民課

◎健康増進
◎障害者福祉
◎子育て支援

保健福祉課
教育課

◎町税　 税務町民課

◎基金 会計室

◎議会災害対応マニュアル作成検討

基本方針　
◎�単なる調査ではなく、町の問題点や課題に対して町民の暮らしをよくするための調査・
審査を行う。

◎年に１回、委員会活動の検証と改善を行う。
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委 員 会

委 員 長 椎葉 弘樹

副委員長 吉田 精二

委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、西 靖邦

12月17日

総務厚生文教常任委員会
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委 員 会

委 員 長 遠坂 道太

副委員長 味岡　恭

委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

12月17日、  1月12日

企画経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎今後の所管事務調査内容の検討
◎排土処分候補地

総合戦略などを調査
まずは現状の課題から

山ノ口土捨て場候補地を視察
２箇所を先行着手

　総合戦略には、企画観光課で１９事業、農林振興課で１１事業、建設水道課で４事業が記載

されています。その中から事業を取り上げて調査を行っていきます。

　令和２年７月豪雨災害などで

発生した堆積土の排土先として

町内７箇所が検討されていま

す。

まずは山ノ口地区町有林（約１．

１ha）と資材置き場（約０．９

ha）の２箇所を先行着手します。

　他の５箇所は所有者が複数い

るため、今後の土捨て場候補地

として協議を進めていく予定で

す。

土捨て場候補地の現地視察
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全 員 協 議 会

全員協議会 12月7日、 12月16日、　1月13日

総合計画（案）示される
令和３年度から長谷町政の計画始動　【企画観光課】

主 な 協 議 事 項

◎湯前町まちづくりアンケート調査［７月～］　→　調査結果の公表［９月］
◎パブリックコメント募集［１１月～］　　　　→　町長への答申［１月］
◎総合計画 ( 案 ) の協議［１２月］　　　　　　 →　議会の議決［３月］

第６次湯前町総合計画　始動［４月～］

【前期】令和３年度～令和５年度

【後期】令和６年度～令和９年度

事業承継サポート事業
商工会と連携して支援　【企画観光課】

　来年度から事業承継サポート事業を

創設することが検討されています。商

工事業所では高齢化や後継者不足が喫

緊の課題です。これらの解決策として、

親族内承継および第３者承継に意欲の

ある事業所などに対し、担い手育成と

産業技術の伝承の取り組みを商工会と

連携して支援します。

町と連携し商工事業所を支える商工会

➡



17  ゆのまえ議会だより  No.33（令和3年2月） 

全 員 協 議 会

来年度以降の住宅施策
リフォーム事業の継続と住宅整備　

【企画観光課、建設水道課、農林振興課、総務課】

来期の介護保険料を改定
第８期介護保険事業計画　

【保健福祉課】

　３年間（平成３０年度～令和２年度）で実
施した住宅リフォーム（１３件）と空き家リ
フォーム（９件）の補助事業の検証結果が報告
されました。これらを受けて、来年度以降も制
度を一部見直して実施することを協議しまし
た。また、古い住宅の解体や子育て世代向け住
宅などの整備方針が示されました。

　第７期（平成３０年度～令和２年度）の第１号
被保険者（６５歳以上）の介護保険料基準額は
６２００円です。来年度から始まる第８期（令
和３年度～令和５年度）介護保険料の試算額を
協議しました。

移住定住と経済効果を持続する住環境整備

第７期 第６期

湯前町 ６２００円 ５０００円

人吉球磨の平均 ６１９９円 ５７０１円

熊本県の平均 ６３７４円 ５６８４円

その他の主な協議・説明・報告
議　　題 担　　当

◎湯前町認可地縁団体印鑑条例の制定　※ 総務課

◎くま川鉄道再生協議会の設立
◎湯楽里中期計画

企画観光課

◎農地災害復旧事業分担金の基準を定める規定の一部改正　※
◎湯前町の排土先となる土捨て場候補地　※
◎強い農業・担い手づくり総合支援交付金　※
◎湯前版中山間地域直接支払交付金の取り組み状況
◎単県治山事業及び球磨川流域復興基金交付金事業

農林振興課

◎令和２年７月豪雨に係る公共土木施設及び農林業施設復旧基本方針 災害復旧係

◎新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業　※
◎障害児通所支援事業所の放課後等の預かり支援策　※

保健福祉課

◎教育課の工事進捗状況
◎湯前中学校修学旅行キャンセル料

教育課

◎新型コロナウイルス感染症対応 総務課ほか

◎人吉球磨の復旧・復興プラン 県球磨川流域復興局

◎スマート田んぼダム実証事業 県農村計画課

　【凡例】※：予算関連は「本会議ページ」を参照
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研 修 ・ 議 員 派 遣

改選前（３カ月間）の研修・議員派遣

期　日 場　所 議員氏名 行事名

9月25日 熊本市
倉本  　豊
味岡  　恭

◇冨安新副町長就任に伴う熊本県との意見交換会

10月 2日 熊本市 全 議 員

◇熊本県町村議会議員研修会
　講師：防災システム研究所所長
　　　　防災危機管理アドバイザー
　　　　　山村　武彦　氏
　演題：「これからの防災のあり方」

10月 8日 あさぎり町
倉本  　豊
味岡  　恭

◇上球磨正副議長会
◇上�球磨４町村長と上球磨正副議長会との意見交換会

10月23日 湯前町
倉本  　豊
味岡  　恭
遠坂  道太

◇ＪＴの森前夜祭

11月12日 菊陽町
※�選挙期間中

のため事務

局出席

◇町村議会広報研修会
　講師：熊本大学客員教授
　　　　　越地　真一郎　氏
　内容：パネルディスカッション
　（パネラー）南阿蘇村・山都町
　　　　　　  あさぎり町・湯前町

選挙期間中に開催された町村議会広報研修会 ( パネラー：西村議会事務局長 )
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人吉球磨広域行政組合議会 上球磨消防組合議会

公立多良木病院企業団議会

一 部 事 務 組 合

新型コロナへの備え
無菌化対策で医療提供

　公立多良木病院では、新型コロナウイルス感

染症の対策を万全な体制で臨み、住民の健康と

生命を守ることに取り組んでいます。一般質問

では、「ポストコロナの医療提供体制」「老健施

設のコロナ対策」などを執行部に質しました。

議員定数削減の検討（平成２１年以来
の協議）
　当組合における議員定数の削減が今後検討さ

れます。「福寿荘」と「公立多良木病院　検診車」

の各事業が令和元年度でなくなり、令和２年度

には「人吉球磨ふるさと市町村圏特別会計」も

廃止になります。現在の議員定数は３０人。熊

本県内の一部事務組合では最も多い人数です。

令和２年７月豪雨災害の復旧工事費
◎�汚泥再生処理センターの災害復旧工事請負契

約　１９億４７００万円

◎�人吉球磨クリーンプラザ法面崩落の施設復旧

工事費　５１４万８０００円

＜広域行政議員　椎葉・西＞

新型救急車を配備
　社）日本損害保険協会から寄贈された車両に

救命器材などを実装した新型救急車が、１２月

２４日に配備されました。

診察室の無菌化を行うクリーンパーティション 室内を陰圧にするパッケージ排気ユニット

＜公立病院議員　金子・遠坂＞

　◎令和２年の救急出動１５７７件

　◎救助２０件

　◎火災１４件

＜上球磨消防議員　森山＞



新人議員の吉田 精二です。

　生まれ育った大好きな町で、これからも皆さんとの対話を通じ、心豊かに
暮らせるよう、誠心誠意がんばります。
　誰にでも、どこででも誇れる「湯前町」「湯前町議会」を目指し、先輩議員
の皆さんとともに精一杯努力していく所存です。ご意見やご要望などお待ち
しております。

湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111(内線261)

テーマを設定し、年４回にわたり住民の皆様からご意見をいた
だきます。今回は「新人議員の紹介」をテーマに吉田議員と西
議員からご挨拶をいただきました。

新人議員の紹介テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　　委 員 長　森山　宏　
　　副委員長　西　靖邦　
　　委　　員　金子　光喜　　椎葉　弘樹
　　　　　　　遠坂　道太　　吉田　精二

▼新年あけましておめでとうございます。昨年からの
コロナ関連対策、豪雨災害復旧など道半ばでの新年の
幕開けとなりました。一刻も早く平穏な日常生活に戻
ることを願って止みません。

▼新体制となって初めての発行となりました。過去４
年間のノウハウを生かし、更なる「住民に見える議会」
の達成のために努めてまいります。

▼「ゆのまえ議会だより」のご愛読とご協力を今後とも
よろしくお願いいたします。

（吉田）
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連 載 シ リ ー ズ

新人議員の西 靖邦です。

　私たちは、コロナ禍を乗り越えたその先のキラリと輝く町づくりに向けた
歩みを止めるわけにはいきません。本年の干支である丑（牛）は、古くから
農作業を手伝ってくれる、人々の生活に欠かせない動物で、その堅実で真面
目な働きぶりから丑年は、「我慢（耐える）」や「発展の前触れ（芽が出る）」
を表す年とされています。
　明るい未来を招来するために全町民が「なんとかしなければ」という気概
を持って必死に取り組めば必ずや叶うものであると考えています。
　まだまだ未熟ですが、自身の経験を生かしながら町の発展のために尽力い
たします。


